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はじめに



2016年10月



Vue.js 2.0 リリース

https://speakerdeck.com/kazupon/vue-dot-js-2-dot-0-server-side-rendering?slide=10



それから 
3年余りを歴て



2020年 Q1



Vue.js 3.0 
リリース予定



現在



RFCで最終仕様を固めつつ着々と開発中

https://github.com/vuejs/rfcs



vue-next-webpack-preview

https://github.com/vuejs/vue-next-webpack-preview



vue-cli-plugin-vue-next 

https://github.com/vuejs/vue-cli-plugin-vue-next



公式プラグイン/ツール郡は対応中

• Vue Router 

• Vuex 

• Vue DevTools 

• Vue Test Utils 

• Vetur

• Vue CLI 

• Webpack plugin 

• ESLint Plugin 

• JSX Plugin 

• … etc



メジャーリリースなので 
新機能 & 変更 
たくさんあります



今日話すこと



今日話すこと
• Vue.js 3 で入る新機能について 

• コンポジション API 

• フラグメント 

• ポータル 

• サスペンス



今日話すこと
• 数ある Vue.js 2.x からの変更の中からは… 

• 単一ファイルコンポーネント 

• スロット 

• フィルタ 

• イベント 

• グローバルAPI



今日話さないこと
• Vue.js 本体以外のこと 

• Vue 公式プラグイン / ツール系 

• Nuxt.js などの関連エコシステム



⚠ 注意事項 ⚠
• 今日話す内容は、発表時点で 

Vue.js 本体に実装されているもの 

• RFC の状況と今後のalpha、beta 
バージョンのリリース後の状況次
第では変わる可能性はあり



新機能 
について



コンポジションAPI 

Composition API



コンポジションAPIとは？
• 関数ベースで提供される API 郡

https://vue-composition-api-rfc.netlify.com/api.html

提供される API たち



生まれた背景
• Vue.js で大規模開発はできるが問題があった 

• コンポーネントが大きくなるとコードが読みに
くくなる 

• テストがしにくい 

• コード再利用のパターン化がしにくい 

• TypeScript による型のサポートが受けにくい



コンポジションAPIを使うことで…
• コンポーネント
のロジックを自
由度高く組み合
わせ実装するこ
とができる



大規模開発がより快適に！
• コンポーネント
のロジック構成
が綺麗になり、
テストもしやす
くなる！



どんなものか 
見ていきましょう！



提供される主な API の種類
• 主に以下の内容を提供するものに分類される 

• リアクティブ状態の操作 

• コンポーネントの新エントリポイント 

• ライフサイクルフック 

• DI (Dependency injection: 依存性の注入) 



リアクティブ 
状態の操作



状態操作とユーテリティが提供される

• reactive 

• computed 

• watch 

• readonly

• ref 

• isRef 

• toRefs



新しい概念 Ref が導入される
• リアクティブな状態をラップした参照オ
ブジェクト

https://vue-composition-api-rfc.netlify.com/ に掲載されている図より



コード例



コンポーネント 
の 

新エントリポイント



setup
• コンポジション

APIを使ってコ
ンポーネントの
ロジックを実装 

• return したもの
がテンプレート
のレンダリング
コンテキストに
なる

新しい 
エントリポイント



render 関数 / JSX も使用できる



引数に props と context が渡される

• props:  
コンポーネントで定義されたプロパティ 

• context:  
コンポーネントでアクセスできるプロパティ 

• attrs:  Vue 2.x の $attrs に相当  

• emit:  Vue 2.x の $emit に相当 

• slots:  Vue 2.x の $slots に相当



props と context の使用例



this はコンポーネントのインスタンスではない

• コンポジション API で setup でコンポー
ネントを実装する場合は、this はもう使
わない



ライフサイクル 
フック



Vue 2.x とのマッピング
beforeCreate 

created 

beforeMount 

mounted 

updated 

beforeDestroy 

destroyed 

errorCaptured

setup 

setup 

onBeforeMount 

onMounted 

onUpdated 

onBeforeUnmount 

onUnmounted 

onErrorCaptured
(左: Vue 2.x、右: Vue 3 以降)



新しいライフサイクルフックの使用例



デバッグ向けに新フック
• レンダリング処理に対して以下のフックが
提供される 

• onRenderTracked 

• onRenderTriggered



DI 
(Dependency Injection)



provide / inject
• Vue 2.x でも提
供されていた 

DI を Vue 3.0 
でも同じよう
に利用できる



リアクティブな状態も共有できる
• ref でラップしたリアクティブなオブジェ
クトを渡すことで共有できる



プラグインは DI で実装を推奨
• Vue 3.0 以降では、プラグイン開発は provide / 

inject を使ったパターンを推奨 

• Vue 2.x までの問題点 

• $xxx で依存が注入されるため、型サポートが
難しい 

• プラグインで実装されたコンポーネントは、
Vue.use しないと動かない



DI の応用例
• 独自 Store 

プロジェクト内でも provide / inject で DI すれば便利になることもある 

(ご利用は計画的に) 



既存 API との 
併用について



コンポジションAPI を併用できる！

• 併用した場合のコンポジション API の挙動 

• Vue 2.x のオプション API の前に解決され
る 

• なので、setup 内で this.xxx は不可 

• オプション API 側からは コンポジション API 
で定義されたプロパティなどにアクセス可



コンポジション API 
デメリット



リアクティブデータの扱いが少し面倒に

• Refs によるリアクティブな状態をラップする
という概念が混乱をきたす 

• データが reactive なのものか、それとも 

ref でラップされてものかどうか意識が必要 

• そのために変数の命名規則が必要になる可
能性がある



注意しないとコードがカオスになりやすい

• JS / TS で、setup にロジックを実装&構
成してコンポーネント、ライブラリを書
いていく



eslint-plugin-vue でルールを提供する
• カオスにならないためにコンポジション 

API 向けのルールを提供する予定

https://github.com/vuejs/eslint-plugin-vue/issues/1035



フラグメント 
Fragments



フラグメントとは
• コンポーネントが複数の
要素を Root 要素でラッ
プしなくても、まさに
断片として返すことがで
きる要素郡のこと 

• Vue 3.0 以降はデフォル
トでサポート

fragment

fragment

fragment



Root 要素でラップする問題点
• Invalid な HTML になってしまう 

• Semantic な HTML にならない 

• a11y対応ができなくなる 

• 不必要に div 要素を積んでしまう



問題点のコード例

不正な HTML …
レンダリング



フラグメントを利用すると…

レンダリング 正しいHTML!



余談: Vue 2.x では関数型コンポーネントで回避できた



ポータル 
Portals



ポータルとは
• コンポーネント内のあ
るコンテンツをVueの
描画対象外の要素に描
画するための仕組み 

• WICG の Portals とは
似ているがちょっと違
うので注意

<div id=“widget></div>

ターゲットに描画

Webページ



ユースケース
• スタイルレイアウトを Hack しそうな場合 

z-index、position: absolute 駆使したスタ
イル処理から開放される 

• ページ上のウィジェット  
外部の何らかのウィジェットを動的に更
新する必要があるもの



Vue 2.x でポータルを使用するには ...

• プラグイン vue-portal を使う必要があった 
 
 
 
https://github.com/LinusBorg/portal-vue 

• Vue 3.0 以降では、仮想 DOM レベルでポー
タルが実装されている



使い方
• 対象となるコンテンツを Portal コンポー
ネントでラップ 

• target プロパティで対象先の要素を指定
するだけ



使い方: コード例



target プロパティ



Portal という名前変わるかも…
• WICG の Portals とコンフリクトしている 

& 詳細仕様詰めるため、現在 RFC で議論
中

https://github.com/vuejs/rfcs/pull/112



サスペンス 
Suspense



サスペンスとは
• 雑にいうと、コンポーネントの非同期な
描画処理をいい感じにやってくれる仕組
み



ユースケース
• 例: Spinner を使ったデータのロード状態の表示 

• 並列で読み込み箇所が複数でてくるとカオスに
なりがち

Spinner を回している間に 

非同期にデータを fetch
データを fetch したら 
コンポーネントを描画



使い方



使い方



ちなみに 
素朴に実装すると





DEMO 
多段非同期コンテンツの読み込み



サスペンス使える？
• alpha 版では入っているが、ビルドオプ
ションで機能 on/off できるようになって
いる 

• サーバーサイドレンダリングの実装状況
次第



Vue 2.x からの 
変更について



単一ファイルコンポーネント 
Single File Components



スコープ付き CSS の仕様変更
• 現在 RFC で最終フィードバック受付中

https://github.com/vuejs/rfcs/pull/119



Vue 3.0 以降の新仕様
• Vue 独自 CSS 拡張
疑似クラスを提供 

• 既存の記法はコン
パイラで警告する
が、動作としては
互換性をサポート
予定



::v-deep() 擬似クラス
• ディープセレクタ (Deep Selector) 

Scoped された子コンポーネントにもスタ
イルを適用したい場合に使用 

• >>> 、/deep/、::v-deep 結合子(注:カッコ
が無い方)は廃止



::v-deep() コード例 

@vue/sfc-compiler + bundler



::v-slotted() 擬似クラス 
• 親から子に渡され
るスロットコンテ
ンツに子のスタイ
ルが適用されなく
なる 

• スロットコンテン
ツには明示的にス
タイルの指定が必
要

Modal の headerスロットに注入される 
コンテンツに対してスタイルの 
適用が必要



::v-slotted() コード例 

@vue/sfc-compiler + bundler



::v-global() 擬似クラス 
• グローバルなスタイルを <style scoped> 
内で定義できる 

• 従来は SFC コンポーネント内に <style 

scoped> とは別の <style> で定義していた



::v-global() コード例 

@vue/sfc-compiler + bundler



スロット 
Slots



Vue 2.6 から入った v-slot になる
• 従来の以下によるスロット機能は削除さ
れる 

• slot 属性を使った名前付きスロット 

• slot-sope 属性を使ったスコープ付きス
ロット



フィルタ 
Filters



フィルタは削除
• パイプ演算子 ( | ) を使ったフィルタは、
ついに Vue 3.0 で削除される 
 
 

• Vue 2.x 互換ビルド版では警告出力し、機
能はサポートされる(予定)



代替手段
• ESNext stage 1 のパイプライン演算子 ( |> )に
変換して使う 

• Acorn プラグインで既存のフィルタ構文を 

Parse & Transform して使う 

• @vue/compiler-core で生成された render 関
数に対して Babel プラグインを Transform し
て使う



イベント 
Events



Event Emitter 系 API の削除
• コンポーネントインスタンスが提供する以下
の API は削除される予定  

• $on 

• $off 

• $once 

• Vue 2.x 互換ビルド版では警告出力し、機能は
サポートされる(予定)



代替手段
• mitt を使う 

https://github.com/developit/mitt 



グローバル API 

Global API



I/F の再設計により変更
• Vue 2.x のグローバル API の一部で、状態を保持してい
ることにより、以下の問題があった  

• 単体テストしにくい 
状態のリセットもしくはリセットできない 
(Vue.config.errorHandler、Vue.use、Vue.mixin) 

• 同じページ上で複数の Vue インスタンス間で状態を整
合させるのが難しい 

• また、TreeShaking 最適化の狙いもある



Vue 2.x と Vue 3.0 の違い

Vue 2.x Vue 3.0

createApp でインスタンスを生成



Vue 2.x と Vue 3.0 の違い

Vue 2.x Vue 3.0

productionTip は Vue 3.0 では削除



Vue 2.x と Vue 3.0 の違い

Vue 2.x Vue 3.0

この辺は 
ほぼそのまま



Vue 2.x と Vue 3.0 の違い

Vue 2.x Vue 3.0

Vue 3.0 では名前を変更  
(主な用途は TS で 
型付けをサポートするため)



Vue 2.x と Vue 3.0 の違い

Vue 2.x Vue 3.0

エントリポイントレベルの 
provide も提供する



Vue 2.x と Vue 3.0 の違い

Vue 2.x Vue 3.0

DOM への 
マウント方法は同じ



まとめ



• コンポジション API により大規模開発がよく
なります 

• 便利な新機能により、アプリケーションの実
装の表現力が高まります 

• Vue 2.x からの breaking change 的な変更もあ
るので、今から押さえて備えておきましょう  
(移行ツール・フェーズ提供予定)

まとめ



最後に



Vue Fes Japan 2020

• 今年 2020 年もやります！ 

• 11月開催に向けて活動開始！



ご清聴 
ありがとうございました！


